
〈11月〉ロータリー財団月間 

2019～2020年度 R Iテーマ 

【第1487回例会次第（2019年11月第1回）】 

１. 開会点鐘                   

２．「奉仕の理想」「君が代」斉唱 

３．来賓及びビジター紹介 

４．会長挨拶 

５．ＳＡＡ報告 

６．幹事報告         

 Ａ．例会変更のお知らせ          ビジター受付 

    米子東RC……11/13(水)休会  なし 

    米子中央RC…11/14(木)移動例会 あり 

    境港RC………11/19(火)休会  なし 

    米子中央RC…11/21(木)休会  なし 

    米子RC………11/29(金)休会  なし 

 Ｂ．その他  

７．委員会報告 

 Ａ．親睦・出席委員会 

    出席報告・ファミリーの日・スマイル発表 

 Ｂ．雑誌・会報委員会  「ロータリーの友」紹介 

８．年次総会（1.次年度理事承認 2.貢献会員年会費改定) 

１1．閉会点鐘 

 

  

 

No．1445 

【第1486回例会記録(2019年10月第2回）】 

日時：2019年10月28日（月) 12：30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

出席率  68名[内免除9名] 中 45名 76.27％ 

米山ＢＯＸ １，０３４円(累計 ２５，５１５円） 

RI会長 :ﾏｰｸ･ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾏﾛｰﾆｰ(米国) 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ: 古瀨俱之（出雲中央RC） 

 会長：坂本高司 幹事：田中康裕 雑誌･会報：杉村忠輔  

ロータリーは世界をつなぐ 

日時：2019年11月11日(月）12:30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

スマイル 

 坂本高司会長…畏友 大原浩之君の友情に感謝。 

 大原浩之氏…本日は米子南ロータリーの例会に参加

でき光栄です。今後もよろしくお願いします。 

 加藤典史…昨日のゴルフコンペで優勝致しました。 

日 時 第 回例会 内 容 場 所 

11月18日(月)12:30～13:30 第1488回 

(11月第2例会） 

【卓話】｢ワンス･アポン･ナ･タイム･イン･ジャパン」    

                            多羅尾整治 

高松グリーンロータリークラブ会長ほか５名出席 

ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

12月 2日(月)12:30～13:30 第1489回 

(12月第1例会） 

イニシエーションスピーチ         佐藤城 

午輪句会講評           中村夢窓 主宰 

ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

12月 9日(月)12:30～13:30 第1490回 

(12月第2例会） 

イニシエーションスピーチ 

          小川敦弘、加藤典史、奥野博昭 

ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

12月16日(月)12:30～13:30 第1491回 

(12月第3例会） 

年内最終例会 

【卓話】｢高齢者の事故傾向と先進安全自動車(ＡＳＶ) 

    の紹介」 

   日本自動車連盟鳥取支部 支所長 大目弘之 氏 

ＡＮＡＣＰ  

ホテル米子 

 今後の米子南RC例会 

10．｢ロータリー財団について」 

     ロータリー財団担当理事 長谷川義明 

              幹事 田中康裕 

お 知 ら せ  

･11/13(水)18:30～ ５ＲＣ会長幹事会 

          いこい         ・ 

･11/16(土)18:30～ 高松グリーンRCとの親睦会 

          美さご         ・ 

･11/17(日)    高松グリーンRCとの交流会 

    （親睦ゴルフ会・古代出雲史探索ツアー） 

･11/25(月)    例会休会 

 

９．【イニシエーションスピーチ】 佐々木博章 



【卓話】「ダイバーシティー推進の取り組みについて」 

           (株)中国銀行常務取締役 大原浩之 氏 

  

 ダイバーシティ＝組織が均質な状態から多様性を内包した状

態・・・なかなか聞きなれない言葉ですが、一例として女性の活

躍の場を広げる、与えるといった中国銀行の取り組みをお聞き

し、当たり前のようでなかなか取り入れにくい内容に真正面から

真摯に取り組んでおられる姿勢は我々地元企業にも必要なことだと感じました。数年

前に米子南ロータリークラブに在籍していらっしゃいました大原氏の卓話ということ

で違う感覚でお聞きになられた会員の方も多かったのではないでしょうか。又、こう

いった機会が増え、ロータリアンの輪が広がることを願うと共に、人と人との繋がり

の大切さを改めて認識することのできた卓話でした。（杉村忠輔 記） 


